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'ヽ','.fl、1,1よ、 ll(Hil 7'1'121 I Iこ、 当19,10),,(1、Til令，人に 1，しづしヽて、 り'• ,9

的 111 1 にお II る枡民の 1渕試I 'll として 、地 9L の 1 印＇』）りか l• ご ')tL''1 と紐

心なこと伝の bとに兌足した ー，＇ヶ約 1,,III+1l令 かそのII'」身こあ 1)、

私もその設立兌起人として合ll令0),［t,’fを111直したー／＼←こすか 、1:I:I4、

50年、 (|JIl'i0)）,'，i［となった』、II';1,ll1文もい） IJ、J見(Iは、1..111令hi’i)：

による令i刈浪I!）として 、 i,・”',-jl,,.i，h、IふI:,1)、1'Jぷ巾、，i9／と名巾、 i令

，刺l91i ／女びJ}:111111［をやし i’_1メ／成ピ し、 6f1|』lたる 1,'，門の I．．に，＇：って＇臼：な

｝しみを益けており圭す

この間を＂ （！み圭すと 、99,t,99:＇-，トJJはIll:'/ドii'］な恐様によるサ，斉 '//J)1ヽ

心し、91趾I-1、1]；変から 1111:]',—＇と、 I、 ‘I',l戦 '1'， へとエスカレー ト した戦 l l 'J

l‘ 、咆歩のような戦 後の，此，ilと記兌、そして虹應 GNPては 1,i由

刊 ，I/-第 2f,',とl¥う社，市I‘)，:':jl文1jklく、 ＿；）くに皮ふオイル~ 3 ; 7等を

粁枕した、 lllあ＇）谷ありの 50年てしたか、l'，令1中は武多JJIJ、HIIを料

み越えなからも 、会 ii各1、りのt各けl)のこよ抗とり！、代役l{,itii ・|991の'；1,l¥ 

1月判， とたlb圭ぬ努))とにより、ぶ‘人に令 IIみられるような充）、た1J(

を心Ifて圭 l'リました ／＂ふ、 IJかえってみ士すと 、’'，1¥1こ＇心恨， 1el＼も

のかあリま すか、刈令1,i'をこれまてに}とき 1けて こられた，ぷ ‘んぶの

こ；9'，＇）jーと会ii竹村のこ1品））に対しまし -cは、心かぅ：i,(心と＇ふり の心

を｝ごする、人第ても＇ ）ます

ここに501.',]年の心念として、 WII系各i,’91 こ咆刈しつつ、 •9 -1 令 1小の I!,1：

史の一瑞 1こふ i しなから越 き J、·っ た II 々を偲ひ、息 l• 出をまとめて打

令l,j』の歩みをこ＇，_こいたたく ことこ l＼たしました

私ともり・ヶ崎t，用令hl，ぱ、これからも地）しり）9臼、と i-HIヽ、力の中t;,',

を含Iii!し、文務内丘なとも＇；；］に改沢しつつ、厳し l¥IIt代の，I>Iこt)応

しなからいれの朽允）ji_lJ（を1,1,;、1,;111令1,1,_4ヽ未の使命に必直してま

l ¥ 1）たl）1，Ii/1てこさ l＼ますのて 、今後とも亥わらぬこと仄、こ受閑I

を1lりわリますよう 、切にお閲11.l¥l1lし 1．げる次第ごこさいます

昭和57年II月

営業区域・店舗配骰図
地区総代

• 第 1 地区

堀越誡 平野射ヽ J、llltJJ忠冶山本銀三
中野実伊藤留、台 難、皮直台米山一夫

山口吉蔵武藤良策小島芳太郎中"'
文次郎戸塚文lt古 山田正一石坂圭二
二見芳郎山本正；台 長谷川辰次
森信大99 •1 寸尺 1配五 渋谷義男 木凶哲夫
し •1JIUA ・ 大箭善久

●第 2地区

山本卓ー水越源三頁壁、革二野口春男
伊藤彦十上野良一佐藤正清水五郎
古宮進 臼井秀一

,9い I1.llil・中村漬男

If1」 If• I fl ャ (i,,h •野田一雄

((［山 1,1 9砂 • 山 T一郎

●第 4地区

広田厳唱間正雄飛3遍武東泰一三留
幹夫新門媛男伊沢柾平井出貞t●

{d,'，伐tわ・高9●春吉
1"も人 ，藤沢昇
II9'i1, 1、イ'+厨 ，鈴木貧夫

●第 5地区

1i9 /hi)）製i1,’h•加藤政雄

＇ィ，）99199［,.,,,,.川口文吉

●第 3地区

永野忠雄原正博金子光成

横

浜

市

Z
/
J、

理事長 舷 越 孤成

相模遵
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sかL
ふるさと

そのれ、 .9•，,,,幼 1 }‘I'1:’と‘IL9,rhのわひししヽ村でし

た liJ i11; -、沿は、あし .ちかや守か '1し‘'又1)

，；，ヶ山、；iの地名 bそのようなところかう名付II

られたそうこ d 1J、II：か部は｀のひやかな1111,1

帷＼ ：，：がIJ(ltる1：'と卜1こした IIJl,i131年、 ・・ケ"9:/

駅かぷIiさオした切から、松II、1こIItl上れ＇叫応品

恥て、火＇］，：もほとんとなし＼ h胚品なJ問椅か多く

の人々に知られるようになリ h数のサljii地

1は北地として｛，名にな IJよした

束直JJuトボ、 ltMlり、 JIil向散ル瓜路か東西

Iマ 'L1)、|,11u111耀がltldる＇如 Kの地とし

て、 Ji4、、 Ii.'しゃ l」e'の建設も竹しく、 tUII

をづとしよした

そんら私）上のふるさと、近＇いしか）しむ iJr町の

たた Jまし)を、水と社の！りかな1；；疫を、空か

ら991，ねてみました



茅ヶ崎市旭ヶ丘2-32

合 87 0977 



商座郡寒川町岡田 112

合 75 3311 



口'i-』_冨i -
昭和 1.II産叉lB合，去に碁づ（保証責任茅ヶ給1言用1且合設立認可

11創立総会にて初代組合長に吉，尺作造就任

19.u： 小山房全、山本格三、寺田純一、堀越誠、 米山秀

作、君塚筏雄、伊月~Ill 造｀岡崎1言吉、加iれ、そ四郎

監引［ 水尺喜之助、大井新、渋谷藉吉、石田文吉、小

島国太郎

J・ 3束京横兵電鉄机式会社｀渋谷 桜木町間閉通 ＊

5大咬の坂田山心中m件＊

8茅ヶ埼町米もらいたい会か請願督を I!出

ID・ 9創立者！9事 小山房全死去 10.1松下篭器産薬茅ヶ崎工場註立

13.91呆証責任茅ヶ崎信用販売購売利用粗合に改阻 13・11白米食底止遠問実施 ＊

19・ 6市街地信用組合法に基づく茅ヶ的信用粗合に改栢 19 6相撲鉄道相撲稼を国鉄力買収 ＊

10・ 9庶民金庫の代1壁榮務取扱い開始

10 

20.J米箪慢の憬なにより死亡IO名、隻瀑12名、住宅焼矢 182戸

21.5第2代1且合長に米山秀作、再務理事に広れ9頁彦就任 11 占領室か南湖院を接収して進駐する

,.. 6国民金融公渾の代1翌菜務取扱い閣始 U 1兵降祭を中心に盛大なカ ーニハルか行われる

25. 9中小企業等協同粗合法に基づ〈茅ヶ崎1言用協同註合に改阻 25.3,lll南電車か営業運転を関始

16.11信用金庫法に基づ〈茅ヶ崎信用金渾に改粗

本店を茅ヶ崎市茅ヶ的5565番地に移転

163",入1島力廿うと祖複ダムの放流による増水のため通1示止め

となる

ID市営抹場か閑場

1B 3預金量 1億円達成 1B・ B昭和22年の市制宛行より 6年て、人口 5万人を突破する

31.11中小企榮金融公直の代1里薬務取扱い間始 31・ 9復，舌第 l国の大岡祭か行われる

34 10中小企榮退恥金共済寧菓団の代1里業務取扱い開始 34・ 3西久保宝生寺の阿弥陀三尊像が国指定重要文化財となる

35.5摩務憬械化として苔通預金染務にNCR42号憬を採用

1本店新染洛成

3i l首都国整傭；去のエ菜地区指定地により、 工場II社か進出

茅ヶ 的1言用金庫屋上に愛のi童か穀置される

36・ 3神奈川県悦取扱店となる（現神奈｝川県収納代理金祀懐閲） 3611首都圏市街化閉発地j去に指定

31 1住宅金融公渾の代1里榮務取扱い閤始

1全国信用金庫浬合会の代1翌業務取扱い閉始

9預金量10億円達成

10南支店開店

11創立30周年記念式典を挙行する

39.8日本不動産銀行 （現 日本債券1言用銀行）の代1翌業務取

扱い閲始

90・ 5第3代理事長に広椎99彦、専務理車に堀越域就任

営架区ば拡大 （茅ヶ崎市、藉R市辻堂 ・大庭 ・誼 召、高

窟郡寒）l|町となる）

3111茅ヶ埼商店街連合会は全国に先かけて、薬者閏協定に碁

づく叢低貨金を決定し、県労高基年局長に申請ずる

11茅ヶ埼市、県下て初めての平和都市豆言をする

11国道 1号楳，合いてカソリンスタント違設フーム起こる

39.10，兵見平団地の第 l期入居か閲始される

40・ 3県の鳥「 カモ メ」に決定 ＊

9 住居表示か改められ、町名か一部変更 となり、共恵 • 新

栄町なとかて きる
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Sか`Lん50年
飢業のころ

II{｛fl1 4’'ー、ニュ ヨ ク株式 i旧

にi品を発した Ill界恐慌の森は、わが[tiをし1g

捲、その深刻な影特！i/,l人らものがありよし

た 一方、昭和 6 年には 1盈＼ •I •卜[' 9 '，亥、 7 年には

Iこ曲＇！凌が勃発、 Irl内はり成時色を強め、物th

騒然たるしのかあ＇）よした

糸t泊昇の1菜刻ながi兄、戦叶体制へと向かう

時代の流れは、いやか 1にし 9’tift令 を 中 央

に リ沖 させることになリ、全IEI(Iりにその打併I

と H)J史'j一＿染が推進され、 J'1地域においてし

地）jノ＇（i:令ハ地）J二，約I,',、当町ノ l和文を柑、

阻騎 という心!<Iによる 1口用紐合の設立が、

製合',:t.純水節々 Kの小lillJ}令氏むりのもと

に は 忠 さ れ る に 全 り ま し た

篇1+1小品の人製糸介茫てあった純水館が i・

ヶ鯰に進：t:-1::1文したのは人廿 6年のことて

すか、それまでの当地は、ひなひた牒漁村に

すきなかったので、人 l場の設凶は,,,j！り［（lりな

出来-,,としてもてはやされました ここに純

水館、ひいては小111 切仝氏と •9'1 地域との深い

繋 が り が’1一じ、地Iしの企又、身内の人という

連帯感が、やがて1,＿,H樟II合設立へと結丈して

いくのてす。

小山房全氏は「和兄允服は'i/J倹貯伶と共h

共栄を見関とし、地域，it文の助成を牛命とす

る庄梨合II合法による 1,,IIl組合を設立 し、その

1史命心成を図ることが牙ヶ崎町の発展に寄与

するしのと 1riじ」町の打．じ（山本格三、米山

秀 1介、 /Jlli袋徳四郎、水沢 :•L之助、 渋谷森古、

、ヤ田純一、大）［一新、せ塚．伐雄、堀越ぷ、小島

［王［大郎、岡崎信占、心I.11文古の諸氏）と中II点

リ、糸11合設立を推進しよした。

昭和 7年 9月25H、蚊初の会合が、小山店

全、山本格三、寺田純一、水沢召之助、加i森

徳四郎、の，ボ氏に よって 純水節て開かれ、 18

11 
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昭和40.10電話料金収納事務の取扱い閣始

II小和田支店間店

11小規復企染共，斉事集団（現 中小企業畢榮団）の代理榮

務取扱い開始

川］ 国鉄は出勤時の混雑綬和のため、跨線噌設工事JII手決定

12茅ヶ崎磯閲区から荼気機閏車か1敲去され｀ティーセル機

閲車となる

11日本初の 6車線、第 3京、兵道詫閉通＊

43. 9NHK受1言H預金口座振替事務の取扱い開始 "1"年ふリの大四て、交通か完全に麻面する

"-'日本長期信用銀行の代1里業務取扱い開始

10営薬区域拡大（茅ヶ崎市｀平塚市｀ ii只市辻堂・大庭

鵠、召、高座郡寒川町となる）

u. 6市内一円にアメリカシロヒトリ大量発生

相撲川河畔スポーツ公固か完成

9茅ヶ崎青年会譲所か承認される

45 9蓄通預金業務オフライン集中処1翌1家動 （外部委託）

11堀越専務理事動五等瑞宝章を授与される

11水直料金収納事務の取扱い閑始

95 1県立茅ヶ崎青少年会館完成

4市項祉会館石成

9交通詐緩和のため、駅北口銀座通なとて一方通行実施

46.1電気f4金預金口圧振替事務の取扱い開始

3預金量50億円遷成

4都市謙行との為替取引開始

5日本輿業銀行の代1里榮務取扱い関始

1寒川町収納代理金社機閑となる

寒｝l1支店関店

II広瀬理甜長黄綬褒章を授与される

り 1市文化資Hllllか開館

汐見台の海水、炎水化臨海研究所に日本最大のテストフう

ントが完成

10川崎の小学生、大気汚采ぜんそくて死亡＊

陸上自衛隊、座閏キャンプに移住＊

11茅ヶ崎交通遺児らを励ます会か結成

11茅ヶ崎、毎岸に県青少年サイクリングコース完成

,1.1自動車損客賠1賞責任保険の支払代理事務の取扱い開始

5常務1里事に平野男就任

6会員外貸出限度額のII上11 (30万円 •80万円 ）

)五日会の穀置（常務役員・部店長会）

8三水会の設置 (ftl里・係長会）

10金渾章を変更する

11創立40周年記念式典を挙行する

ガス卑4金預金口歴振替事務の取扱い閣始

41. 6市立病院が本村に移転

養護老人ホーム相風困か閣園

市制25周年を記念して、市の木に「アカシア」市の花に

「つつし」を制定

9県道藤沢・寒川l知のハイハスか閣通

12政府の訳査により、千ノJll9記去の水田土壌から高晨度の

PCBか検出される

(8.3公庫住宅融貢保証協会の代理業務取扱い開始

定期預金オフライン集中処理1家勤（外部委託）

（第 4代理事長に堀越誠就任

5専務理事に平野男、常務！雙事に小田切忠、｀台就任

6市民クレジットローンの取扱い閑始

1営菓区域拡大（茅ヶ崎市、藉沢市、平塚市、海老名市、

高座郡寒川町及び粒れ町となる）

8 会員外貸出限度額の引上げ (80万円一•IOO万円）

10東京手形交換所加盟（第一勧槃銀行代理交換）

481寒）l|町に大工場用地皆無となる＊

6j患浄見寺境内に1日三t喬家か移され民俗資料館として開館

光化学スモソグ対策などのため、市は県と合同て大気、号

染を中心とした環境調査をはしめる

10ミットウェ ー舷駐携、厚木飛行場へ抜打飛釆＊

II集中豪雨のため多大の被害か出る

11茅ヶ崎駅北口周辺で、日濯日ことに歩行者天国はしまる

横浜市て灯油•砂糖・チリ紙瑾1呆；肖賞者決起大会閉かれ

る＊

49.1会員資格の拡大（資本金［出頁金〕が 21意円まてとなる）

2年金濯祉事業団の代1里業務取扱い開始

6事務合理化を回るため電子計算携導入稼動 (FACOM
230 IO) 

8社会ほ祉増進のため茅ヶ崎市に寄付

9労働福祉事業団の代理業務取扱い閉始

49.1県・ f員浜・川崎市の物価Gメン初出動＊

5丹沢山村に県民の森オーフン ＊

）茅ヶ崎市役所庁舎新染完成、茅ヶ崎2340番地へ移転

8茅ヶ崎市、第 1回花火大会か行われる

50 3預金量1001意円達成

UI資薬務オフライン集中処理稼璽

6社会濯祉増品のため寒川町に寄付

50.4心身障害児通園苑註（つつし学園）間園

8県、はしめて地方交付悦交付団体となる＊

9中国友好訪問の県膏年の船、憤；兵を出航＊

12 
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名のfill、9/．委iifli、hl1行か選出されました

その後紆余1111折を紆て、 10/120II、fill＇ヽ！．．委

ii会を1}｝lfii’ 、参り、名11小 llI、111-1ヽ、 ''1111./(Jぷ、

水沢の，9ril又て、ヽ9iIIiの IIIt，りを 1,:映して 1iij必多

帷を息わせるいのかありよしたか、 fiil、9/：委ii

14名を心1：することがてきました さ ら に 委

iiliilの心兄，品11名を 1rし‘、 10/12311、Iり1文{;lj立

委ii会をliilfii』‘’'t，ぷ友を決，ふし、組合成 {Lへ

1,,1け て の 丈frは 1；行を迎えたのてすか、 12II 14 

IIの委ii会て、 ill合 1<ift必 のf'「の協ふに入っ

たところて、','，然組合1＜になると UHししか息

っていた小111/J｝令氏か、こ I’I身の 1，;文の関係

て組合1改ifrを1A1甜されるという息し叩けな

ぃ •Iげきか '9：し、大きなげに突さ」·，ってしまい

よした

組合Kのなり手がいないからといって、い

たすらに時「1を1,iやすわけにしいかず、 T-を：：

よねいてばかりもいられなし鴻）て、 •9'，時牙ヶ

"9:1町に1,,;fjされていた必役海‘,It少行の出I{f乍

造氏に就frを懇刷iすることて素，汲 -f久、小山、

山卜、堀越、ぶ山、 ifl汰／Jll月＇ぶ、伊社（ゾ｝）の

"ri氏が連日にわたり懇"'＼に努めた粘果、古沢

氏は大の条f1を1北 Iヽ、委U令iiの！⑭＇J;JFを受

理することて就仔を 1心ふしたのです。

I, 糾 合 の 情 人 に つ い て は 個 人f呆叫はしな

し＼

出ft令はーIIしかしたなし )0

役 ilには瞼なしない。

仝役iiは私の C，うことをなんても1HI<

こと。

かくして 12月18日、 fill立総会にて初代泉II合

長1こ古沢f乍造氏が逍ffされ、 f呆証mr→牙ヶ崎

1,：叫IL合の設立を見、当令199i50年の第一9¥を

蹂み出したのてす。

古~沢氏が提小された 4 条は、後口、組合K

として組合を統礼し、象Il合党務を推し進める

上で大いにク）J果があったということです。

このように、 fiiJ'1i1iり使にはなみなみならぬ

，渚先輩のご：1,労があったわけですが、中でも

小 1111)；令氏については、当金廂今日の礎石を

決かれた功労名として敬立を 1<• し、 50周年を

迎 え る に 廿 リ 、 そ の 山 他 を1恩ぷととしに、こ

こにはい！ふりのもを i、するしのてす

試練の波をくぐり拡充期へ

i111文後1::1もなく II1ヽは戦11ト体制へ突人、令

滋の統；1'，l強化等、組合にとって厳しい時代が

続きます

昭和IO年9)j、 (i,1、.1．名P!!・J,・小lll房令氏迪

l.、13年 9)1, 1ふ l1;l i r it,r的 1、,)111!1,、,しII,光

利JIl糸ll合に改泉II.19年 6Jl、IIiijT地 1,，i11泉II合法

に），tづく i＇ヶ的 t,JIl組合に改糾といった変遷

を粁て敗戦を迎えよした その後祈円り）リ朴

え．令融封鎖といった．A釉の波をまと 01こか

ふることになりますが、地）亡柘和文の怖か っ

た私とも組合は、地域の皆様のIIかかいご上扱、

古沢糾合I<、木山'.'，i務守の御労；I；により、こ

の l•I 帷な時代を乗り切ることがてきよした，

昭 fU25年 4Jl、中小介兒存協l"I象II合法に），t

づく i＇ヶ糾 it,｝t1協I9り組合に改角11。 さらに26年

にはi、，用令1,1,法が制定され、 !,;J年 11JI、炉ヶ

的 i,，用令｝れと改組、新しく発展の端柘に立っ

たのてす

当時は、朝鮮動，，1しが一段み、経済にしよう

ゃ<iItlいが出始めた11ドてすが、令融はik然辿

追しておりよした。地元のヤヤ様のお役に、［つ

ことを心の知）とし、多くの J)々 の励ましを

心のよえとして雅局をくぐり抜けながら地域

掠'ik、上｝占拡允期へと歩を進めて行きます。

昭和26年 II月、本店を炉ヶ崎5565番地（現

It地）に移転しましたが、 30年ま で は ; ヶ 崎

泣，；ii1,.）と同居の状態でした。

佃かと f狭 だ っ た 本 店 も よ う や く 35年 7JI、

現本店建物が完成し、常文のJH:t01占lより、

37年 9月に は預金:,uom円を辻成したのでし

た。 そしてそのせJI、J・，令1,Ii故初の女I,',、南

又店を I~はし、 191(i ，況I な発展を見せるに干りま

した。

40年には→番 [Iの支店、小和田支店を1片l設、

貨ダ；）”紅の拡大を図り、 46年 3月には fii金地

13 
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国璽i---置'濯[--
昭和5911全国しんきん保証（現しんきん保証基金）の代理薬務 50.19県の緊急雇用対策はしまる ＊

取扱い開始 会員外貸出限度額の引上げ(IOO万円ー200万円）

51.6平塚市収納代1里金融携間となる

田村支店間店

1電子It算檄レペルア ッフ (FACOM230 15) 

51 3本店駐車場用地取得 （本部ピル達設予定地）

）藤沢市及び綬屈町（現 綬林市）収納代理金忌憬関となる

用田支店開店

9薬務惟追委員委嘱制度設置

ちがしんジャンフi責金の取扱い開始 預金量1501意円遁成

53.1会員外貸出限度額の引上11 (200万円 •300万円 ）

10電子It算携レペルアッフ (FACOM-V)

S4. 1預金オンライン稼動（本店営業部ほか 2支店）

内国，，替の全銀デークシステム加入

SlJl金目勧支払機 (CD)設置（本店営業部ほか 2支店）

）全店預金オンライン化及びCD設置完了

8社会ほ祉増造のため茅ヶ崎市に寄付（マイクロパス ）

9預金量200億円遁成厚生施設用地取得（長野県）

55 5南支店若松町出張所開店（機械化店舗）

6会員外貸出限度額の引上げ (JOO万円ー500万円）

ちがしんレインポー預金の取扱い開始

8茅ヶ崎市民文化会館万成にプロンズ1象寄隋

56. 4社会揖祉増進のため茅ヶ崎市に寄付（マイクロパス）

6新型期日指定定期預金の取扱い閉始

8 神戸 1専ポートビア •81 旅行実施

JO会員資格の拡大 （資本金（出資金）が 41意円までとなる）

11高田支店用地取得 (58年4月開店予定）

51 3預金量250億円達成

4電子計算機レペルアップ (Ml40 F 総合オンライン化

計画） 本部ピル新渠活成 1茅ヶ崎市新栄町ID番 4号）

51. 4市遍矢畑 萩園線か完成開通

9川崎市｀全国初の環境アセ スメン ト条例可決＊

51・ 8萩園に粗大こみ破砕処理廂投完成

9米軍f貞察機か9貨浜の宅造地に墜落する＊

II神奈川県4責浜市` 円高対策として緊急融貞制度新設＊

11横島の相悽Ill流墳下水道の左岸処理場の一部使用始まる

53・ 9 f責浜スタジアム｀ォーフン ＊

10茅ヶ蛤市民の森を開設

5<. 1南湖院跡に老人ホーム 「太場の郷」か完成する

76都県首脳会譲 （首都国サミ ット）＊

9茅ヶ崎商工会譲所が新栄町13-29に新栞店成

10横浜新貨物稼1l11菓＊

II国際児童年を記念して膏少年の集い力、1l111道される

55・ 3有リン合成洗剤を 4月から追放することが決められる ＊

96都県市合同の大規模防災訓練力‘実苑される ＊

10茅ヶ崎市民文化会館活成

59・IDi貢浜市の米軍宛設て燃料タンクが瀑発｀炎上＊

平塚市で夜閏、広報黒線ミスから大規復地震警戒直言の

市内放送、市民騒然 ＊

51・ 8台風IQ号により県下に被害続出＊

501さ1りを泣成しました 45年以後、 r.i;,J;jJlir

の進出か相次き、介融l；；；椛が•政と厳しさを

増した中て、 46年 7II、 知lli店を［片l，没し、

翡度約紐kl＜と 4lli癸って、 •I '， 令 1+11<111の時代

を迎えよした

この'iiまての令h19を取りなく森Jil.（ま木た地

域性か色濃く残り、今てはどえられないこと

てすか、 7JIの浜降祭の時なとは休 Hとなり、

LIお祭りを味しんたものてした

よた、識JらのぶIItl気し少人数のためfll；しあ

いあいと家族(I')て良き h'ritてした 町時は •Ii

務機械化が現Iiのように進んておらす、戟U

の仕 •I心 i'，労か多く、特に大みそかの深夜の

街金文務等大変な1{IIがありましたか、それも

今は懐しく息い起こされます

48年 7JIには、宮文ド．域を 4市 2町 (J)l/1

の 5巾1町）に まで掠大しましたし、 51年 6

月に田 村上・店、 52年 7HにijJI且よ店、さらに

55年 5月には、リ，！下f,，金初の機械fじ店舗てあ

る南支店t松町出’;K所を［井l，没するなと、店舗

網の掠允を強力に推進して 当令曲の耀進期を

迎えました。

54年 2月には、同規校fr：令としてはいちは

やく自営オンラインを安現して、取引先に対

しては 、機能サ ーピスの拡允に努め、また経

常の合理化をすすめ、地域の皆様に愛される

SかLん として、今 Hにギっております。

社会のニーズに応えて

これま で、信用令1,liの取引先は主として油

工業者が対象であり、当金1中のJiJI客も、 arJ兄

以＊地／じの企業、一般商店が中心でした。

40年代に人ってからは 、首都圏のペッドタ

ウン化その他地域開発の波が押し寄せ、地域

における庄党構造も拡人、変貌を必げるに至

り、私ども fLiIH金1中も多血的な脊梨泊動への

対応が波求されるようになって、預令者、取りI'.,¥;

の瓜辺も批人、一骰サラリーマンの方々にも

ご利用いただくようになりました。

このように、多様化するりil客のニーズに沿

いつつ、地域のヤf様の利1史に応えてゆく力、

ti 会怜',ht• 1り［咋のお r-lL；いをとおし、地域の

iiとして 、微｝Jなから 、地 Iしの粁様のお役

に立ちたいと杓えてお i)ます

中小介i全成の利111度は、今後ますます，＇，．： J

まるてしょうが、他の地域令融機関てある地

h jl!ir、4111i釦 r芍・の中にあって 、‘,'，令l小が

発展していくためには、さめの細かい 、91i：1文

の翡い 、地ICIL民と の触れ合いこそが全てで

あると、 50周年を迎えた今 、役紺tu-|991、心

を新たにしています

明日のSかLん

"',令I9卜50年のh卜史は、 flll:t.の＇しみの ；,',しみ、

杭社1り1，飛i／i発展）YI、そして安定成k!YIと、

あたかも人＇ 「そのものを息わせます。そして

この50年の北／1の｝J..みの中に、」；令lヽJillJJIIの

発展の性があると確i,，しておりよす それは、

これまてとお')、 19日1のfhみ"，iaを恨気よく

＇坦 lしてゆく、その '1ザしな努）J、こ れに尽き

ると思います。

過ムにおけるよい内はこれをよりいっそう

’印はし、 iiliむ」こ人を怠らず、しヽたらなかった

山は1丈省材料として 11(ちに必務述＇貨に反映さ

せて参りたいと息っていよす。

地域の方々の全部と五わないまでも、大：11i

分の）｝々のご支援を得てはじめて、本米の伍

用金1中の活iiを期し得ること であり 、中小介

裳の粁営の他令な発展と、市民の皆様の平せ

にいかにお手伝いしていくかが、当金"liの諜

題といえます。

炉ヶ的1,i用金1"；は、これからも実のある店

舗網の拡允を図り、 fl,9極的な機械化投査によ

る機能サーピスに努め、地域社会のお役に立

つことを念頭において、 gI1兄100年に向けて

泣尖に、そして地近に裳X活動を推進してゆ

く所／fです。明 Hへの第一歩を、私どもはカ

強く踏み出して行きます。
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しくお付合いを廂います。 ていよす。

50年になりますか。

私は昭和39年秋から

の取'；|きでして、当時、

運愉の免許を取得して

開業 3ヵ月足らずの頃

私が茅ヶ崎に出てき

には直みがあリますね。

信金さんとは昭和23：n:字デ茅め：：：：： ǹil~ :？カカつヽ ォ：竺:::4:：

ら比べると物価は今や 小沢佑丑氏 お付合いにな＼）ますね。

7千倍から 1万倍、お その切げi務理 ＇ドだった仏瀬さんは、滋・仕を

金の価値は全く変って 申し込むと 、柱は何本か、セメントは何袋か

原．9EI,"氏 でしたが、;1,,1り1いた手 ''"'、9;，磁氏 しまったのでピンとこ ，．． 9, • と 、 厳しくチェソクされましたが 、 2 万

形が不渡りとなり、困りよしては金さんに相 ないかも知らんが、当時のお金で400円、視戚 1り貸してくれまして、 i,．：令さんとの取引きが

談に行ったんですが、その時、 現1［、本店営 の紹介で、さる金融機閾から曲社を受け 、開 始まったわけです。

業部長の金十さんに「よし、うちで面伶1見る 業森金に充てたんだが、 1年半経つか経たな 当時、 itヶ的の人口は 2万5~6Tでしたが、

から取引きを全部移せ」といわれ、それまで いうちに令頷返した。借りる必要 もないほど それが今では 18万人になろうとしています。

l 6 

地ILの発展とと bに似令さんも発展して こら とがあります。 て欲しいですね。

人：／：；／機：ち／ね；す／：；；の目l:/:：／ ：:／す本：。こ；す~~ I「： てゴ／イ；の：ロ

：よ，，r：口::て〗/J；：：三10 >;::2/[ ＼5;:ご)H飛：：しつE□::；力み

ね。それに皆さんいい人たちばかリ。 くとで そういう舒味から｛，；金さんとの信粕関係を

私が独立して宜Illに ないのがいいですね。 第一に思い、人にも話をしてきたのですが、た

店を1}tlいた頃だったと 以前、ある娯行へお金を預けておいたんで だ残念に思うことは、融森のことに粕通して

思いますが、寒Ill商T すが、子供が嫁に行くのでおろしに11つたと いる外務関係の方が少ないということと、支

会へ50h円の瞼介を申 ころ、さあ大変、何に使うのか、何に必要な 店段階になると本店へのりん議に時間がかか

し込んだところ、 la金 のか、米の通軟見せろと、しつこくて。私、 ることです。

さんへ行くように言わ 思わず「お令をおろすということは、こんな 他行に比較して話が早く進むことはまちが

束泰ー氏 れ、に金さんに足を運 にも苦しいことなんですか、お宅には二度と いないのでしょうが、やはり 1日金さんはスピ

んだんですが、 50万円ではしょうがないんて しませんから」とタンカを切ったことがある ーディで11liぶなのが取得であってほしいと思

はないか、ということで、 200万か300カ貸し んですよ。本当に不愉快な思いをしました。 います。

てもらい、取引きが始よったわけです。 その点お宅はそれ程でもなくていいですね。 幸い、信命さんの職貝の年令府は沿いです

昭和42年当時は、材ィ、 1柏兄は火・1,相場とい お世辞抜きに。私、くどくど、うるさいの様 し、私もプライドを抒って信令さんを紹介し

われ、 卜がる方でしたが、ある日、支店奴 いなんです。 ていますので、大いに発展してもらいたいと

から 「東さん、材木は下がるかも知れません 信金さんは苦段1iて飛び込んでいける雰囲 頻っています。

こ‘す。下；；；二：：0つ ［ 口 ；」つこ翌：：： 只：あ:))：:;"：[{1: ｝：ご；尺；［： 鼻 ~ 理ド誓誓、ら：

ていませんでしたが、それから2~3ヵ月もす もらえることは始しいですね。

ると下がり始めたんです。それでも冊間は鋲 額が多い少ないにかかわらず、同じ態度で

気のいい話ばかリで、槃界ても先行き不安の やさしく親切に接してもらえることが、預け

話は聞かれませんでしたが、女店Kのアドバ る人にとっては 、一番姶しいことではないで

イスで早Hに手当てをしたお陰で助かったこ しょうか。いつよでもそんな信令さんであっ

っとよくなったと思う

が、県下の他の信金と

対比して、 11阻位は必ら

ずしもよくなっていな

水沢出軍郎氏 いわけだから、スケー

17 



マイク5~裏ィンタヒュー
て

ルメリットをさらに追求して、この Lとも発

展して行ってもらいたいものです

窓口の応待には常に注在して、いつよでも

地JLから愛されるIJ金であって欲しい

次の50年、 100閲年へ9りかって、 99'i新の気で

力強く跨み出して FさいC 大いに期待してい

ます

50年の歩みというこ

とは大変なことで．か

けがえのない財産だと

息いよす

おごらず、たかぶら

-̀～ ず、われわれのささや
~. ,い/.氏 かな財産を守ってくれ

るf』用令］9ドが好きですね。頑固といったら点

,1があるかも知れよせんが、 50年間、手造り

の味といいますか、気取らない姿勢を守りと

おしてきた侶金さんは索晴らしいと思います。

地域の1を等生という気がします。

これからは、 50年の）＆槃を足がかリに、い

かに時代の流れに9肌応してゆくか、朽い人に

b魅力あるピジネスの楊にしてゆくことも大

,Itでしょうし、これまでの金故一本棺ではな

く、もっとト ータルな、例えば何’I>によらず

悩みごとの相談を受けるとか、 f上民との絆を

強める施策を推進して、 ）也域にがっちリと伐

い込んで行って欲しいですね。

ある大手,!f店が、 教ff機関（家庭教師派逍）

に進出しましたが、これよでのワクを破った

アイデアを打ち出したことは 、一見突飛のよ

うに見えるが、 実は紬りに練られたアイデア

で、さすがと感心させられます。

竹や述が地下茎を張りめぐらし 、思わぬと

ころから牙を出すように、 地域に恨ざした信

金さんの発展を、心から顧っています。

—支店の経営は、当金庫にとっても重要

な意味をもっています L、地元の方に対し

て果たす役割も年々大きくなってきたと思

18 

いますが、皆様方には、こ‘当地の当金庫支店

の在り方はどのように映っているのでしょ

うか。

50周年ですか、 ・ド塚

市と同じですね IU村

に店を出されてから 6

年経ちよしたか 早い

もんてすね

，. 田村地区にもいろん

,',．h梨り四郎氏 な金融機1関が出1,1]しよ

うとしていたようですが、い念さんはちょう

どいい時期に開店されたんじゃないですか

地Jじ商店会も助けてもらって、皆よろこんて

いよすよ。ここの商店会も中小苓細企業が多

くて、未だ力不足ですが、そういった者たち

の味方になってくれる信金さんの進出、これ

以上のものはないと思います

もともと先発金紐機関とのつなが i)のI農い

当地へ出てこられて大変だったでしょうが、

これからはよくなるんじゃないですか。この

地区は、ご存知のように歴史の占いところて

すが、ここ 15-6年くらいで、 7対 3の割合い

で1流入人口の方が多くなって 、だいぷ変リま

したし、新幹線との関連や、市街化推進など

で、今後大きな発展が期待されています

こうした流れの中で、信金さんは私達に密

ftした、中小企文の金融機関として、ますま

す発展するんじゃないですか やっぱり何と

いっても地元のは金ですよ。私も応援します

よ。頑張って下さい。

そうですか、 50因年

ですか、おめてとうご

ざいます。

ここ用田地区は、も

ともと 農協しかありま

せんでしたので、fd金

西 III直氏 さんが米られて皆屯宝

していますよ。 私は、以前は相互鋲行と取引

きしてお i)ましたのて、ここへ：I',1，月させよう

としたことがあ 1)よしたが、尖現しよせんて

した

ここは '1:i,'il；；境としてはいいところで、打

1世のある人も多いんですが、 Ill令の人は金を

借りることをいやがるんてすね KI,1ili1こと

んどん使わせるように相手を説得する必要が

ある」とよく］うんです 私91身も、会合の時

などに、人に利用を勧めています

今は相当親しみあるmr，合いができるように

なったわけてすが、これからさらに商店会等

と親しくなり、いろんな!II口知このってもらえ

る似金さんになって欲しいと息いよす

●インタビュ ーをおえて

てきるだけ大勢の h 々のご．も見を i1•9かしたか

ったのですが、紙1fiiが眼られていよすので、

皆様の,,,を 11氏の）j々 に代＆していただきま

した お訪ねした先々で1はかい励ましのお，ー：

葉をいただいたのは、身に余る平せと感激い

たしよした

このインタピューをとおし、 J'1令191iに対する

に頼と期待の大きいことを．改めて痛感しま

した 1関係者— |S］、さらに一段の努｝）と 1,}進

を決慈した次第てす

我・巫なご．む見、ありがとうございよした

お話いただいた方々

小沢/,U (l!lHn.務店会lゞ

"；梨，]-四郎みさや 1,iI勺 9!i 計‘;•

9/9 99 1 文次郎 （虹 ll ヽ／•片取締役

丙,1,a 丙山未9占紆営

II森明 丸三製紙illllth取締役

'“'［博 湘l付運悼叩代｝；取締没

求呆ー 東木11侶代19取締没

水iR斗貧郎 陳水沢製H所取締役

三9III・ }i，99かIt貸

'’ftt良 "

9 ll 「9,•ik 恨1,柑南9U鉄代J9取締役

(9U 祢•9 ・ 1L I寸子川i)

明右初年の馬入の渡し 明治19年に槃属されるまで渡船に頓つていた（茅ヶ鱒市慧）
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るさと散策
茶屋町で足を休め、馬入川を渡船

で渡り西へ急ぐ者、長旅の末一里

塚に辿り着き、 一 息いれて江戸へ

向かう人＿ 旅人が往き交った東

心3海道沿いの「ふるさと」の在りし

日の面影を訪ねて、車が往き交う

街 道 筋 を 歩 い て み た。

f
 
や ＇ 東海i/l も箱根の 111 を越え、小1Ul点、 •It)ぷを

紆て馬入川 （相校II|) を渡ると牙・ヶ,,,． もう

il.I'は近い。現／1、iIl！如l|には馬入ほが架っ

ているが、 il.I'時代は渡船のt1．米しきりて．

Iム＂．描〈求海道／ii三 次そ のよよのJj¥誤だっ

たに迫し、なし、 ’’

茅ヶ •"はそもそも •IL)ぷ宿と藤沢術の 1よぼ' /,

1::1の tヽ場(1ト憩場11frlにすぎなかったが、 1,1/

じ9'f．)けても tii場[1勺色彩の沿い 「立場」てあ っ

た。とし、うのも．馬入Illの増水 ・氾濫のたび

に111.1/:.めとなり．そのつどー191i茶屈変じて簡

易tii泊の旅籠となるからだ。Illを渡るという

ことがil．．時、どれはど大変だったか、 9liてス

イスイ ij・（現代人には想像もつかない。

とはいえ、 Illを渡るには利虹てあっても．

Liftl;i命1::1の物介の輸送は古くから盛んてあ

った。上i点の海老名に同分 ＇i跡が残っている

が．その人：，：．の促ィ；が9kt愉送によるしの1、9

と111．定されているのをみても．奈良時代から

かなりの ＂物流＂があったと息われる ．

”・ケりIi史5』によると ，りlibl911・.馬

入ぽが架かるよては渡船による渡して．交辿

：，しの批も多か っ た東；籍ili てあ っ た j•- 、参9/) 交

代 ・朝虹迫1,91史参I(．！のtL米など bあって、怜

めて ，f,・悦な bのてあ った。

柳・f,：，村と'/:｝釈のiii買村は，L掛村と坪ばれ．

船,i,2人が釆る，魚船25艘をいつても役：［てら

れるようにしておくことが求められており．

馬入の渡し
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ビ

澱麓頸鄭JIIになる鶴讃八鴫宮 大銀否は30m余の高さだ

恐ら（参9)J交代の応には．令部の船を杵り：I'， 人ととも に、ILII文’1,・Ifの物森のい '{J也てあ っ

すようなことにな ったてあろう 。 たのだ。

外1染大名は 1)1.口杓（し人名は 6JIよたは 8 こ・ヽ9'，「か ら数入て 5代IIりの‘,'， i:社|tlIiIIIIEは
JIてあったか ら、この時期の1i,J後は釦lが..r, "木から i,IIifi にかけて の 人て 、 WII島の 名 i,• b 
黛てあり 渡船場の品雑と渡船に災する Af つ とめ、かだわら幻tをよくした。政t!,ィ改
は、If大祇なも のてはなかったはずてある 。 な‘,'，時の"/JI[』1を1.＼ち IiりのIムい兄1mで＇｝さ，，じ L

こうした渡船菜務への援助を，，収せられたの 1こ沿’}は． I指に のIfっている 。
がll/J郷村て．常時．哀1芳1こif'，わるのが込JI/渇i 「 h這．こんなものを I· さ っ た•}jがおりよし
とし‘われ、馬入村と iKI』 • I•• 町峠 ・ 今 ti; • 松 てね」 と． ifi9泣1しが）,＇し： I'， Lに存II9こ入 ったり・
I¢の 5ヵ村があてられt:.:這町・「は水 i.（船 J'しは． I軋1島のtil「l'11|19．助（肥後、9j• 勝 i釘）の
珀）を務めるのが役I]てあ った とある 。 i'il炉j:l'し．てあ った。船彩したのは11，'久I:ll象lll

往時の賑わいと9度船労務の苫労が1恐ばれよう 。 だとか 。 戸 Ill 氏の j’• i系がわざわざ灼参した の
だそうだ。

柳島湊と藤間家

il.I'時代、柳島には必があり、海 r愉送が

盛んに行われていたが、様相を一変した現It
ては、 ii間を1恐ぶよすがもなし、。｛，y，かに人船

tてあ った藤1：：ぽにその名残りをとどめてい

るにすぎなし、 0

9為1::1‘求は 東海道の南約 2キロ、現在の抑島

小学枚It側の住t街の中に述ってし、た。1"1を

入ると虹 9ようっそうたる緑におおわれ、珍し

い熱常樹林も 111こつく 。こ lヽit藤1::1雄1磁氏は

以前東かの会社1:9hめるサラリ ーマンだった

が、現在自tて屯を経常している、脱サラの

おひとりだ。

柳島長は今のけ訟，小学校の南あたりて r祈
編相投屈t,，じ和には「近村の米役皆此ぷよ 点砂1のif,tげiaur［成が． L如且 i；のために
り出船す。1叩 jj間の船ー艘、小船四艘を慧 建久 9り (I198) 架けたほ脚として． I•El の指
沼さ忍門に1史す」とある 。 定史跳とな っている 。1関東ki,忠災のfIt．上地

また、 KI点の、I• 久井地）），'［出の薪炭 ・ 材木 の陥起によ って忽然と現れたIt物だ ，也には
も船て；屯ばれるなと、柳似たは、対i「の牙It1 7ナてしいるのだろうか． /-1!［必が―→ 々h々

釣り糸を亜れてした。

旧低脚を後に東へ向う 。 ）、さく illi•J した直

を辿ってir(と島III'橋に出る 。仏，いの「1¥i
,b11の左；,;,;+」はこの辺りからの眺屯というが

9トは1j1・廿みが遮 ってそのI(ll彩はない。

橋の1,：T に「U滋八9記•••;参直」のィ，襟と．i:，

1，りが兄える 。，illょ：tのまよて狭いが． l91,i1!1111こ
は松、1し木が延びている 。7-800mもあ，，うか

兄 • 1,な眺めだ。 この松．it-I' は．鶴祢i 八幅•，:·，が

,;:・1,c 2't・ (1613)、i訊府より御木[|I状を附られ

たとさ． illkl"I馬場 12011:1のんもに植えた b
のというから．333'1の歴史の屯みに創えてき

1、．残り少なし ‘ilr止 i?9 の松 •1, 木だ。

で}“9, ．．:'ン土 .9 昂'

、9鴫 ・
` r'．.̀’ ジぞ 、．1ク-

気•-．． ‘ ‘

1
i
 

J!!lli 

履閻家の玄関先にある家9Il碑 5代前の当王柳鳥の手になる

柳IIじば維祈後 b.JIi：てあ った1'|111いの身

をなじ、物心l999ll(IIにわ1こる援ll/jを惜しまなか

っ たとし、う 。 1,1 みに、·,;兵の 1以版は I~ 々 I’lll

'求の点；；とな ってし、る 1l1。
詞永には、柳1/eの残 LIこぷ業の追！［類や，,,

じ湖1文，＇,；，’,'を蒐め 1、書介t‘f館がある 。玄関脇に

は、柳1/cが 1.i系にりえたはJII碑も残ってし、る 。

旧相模川橋脚から

鶴嶺八幡ヘ

東海直に戻ろう 。馬入Iii如点の小：1',111の東

it， 卜町庄面のたもとにす-ち,Itぶ［場の 19"1 
にある公1;,iの池1こ．杭が 5~ 6 4ヽ離ればなれ

に、'r.ってし、る 。IH相1如1|！岳胴だ。

此恥山を＇んに進 もう 1),!／Iの応＇がのIiりに
は、 1•Y， カ・たが 1公、It木が9k って しる ，h役9’h・lill

茶屋町から一里塚へ な過ぎると <iT 1:.. -＇いが ヤって いるかつ
て -’l'lとはIllの,,,,iI!！Ilにあ ったそうたが、9卜は

応111'！岳如1なると 「，’f場」 の中心茶）4！9「だ •つ しか残 っ てし、なし、 i l.I'l1本低から数え

J),!/lはこ'()l;!!Ii ll) 1f•I心沿いの1i,t地てあるが、 てII番IIの心栢て`ある 。あと AI`ょ て`11'1'と

Ill脇屈収9てあ ったi11'1,： 1,f•IIl‘ネ）は 、 今 b し‘う i)I t 1;c 

、り時の場所に てんと構えておいてた 釈1→：は
, LI ；へ忍、（9 9ヽ'，時の旅人は 、この出！夕をとん

関東大必災後のも のだそうたが、 1"IIIはや必
な心て眺めたことだろう 。 うかがし 、Tilる,1,も

11:Iょ9ヽ・，Il．＼：とはう、，、つ とさせるに）Lるbの1、9 なく ’19t仄を後にした。

‘斧411正I・(1801) 2 11、人Ill蜀IlI人は，11' 
l→！に、＇r.ち．がった際の ことを「・ • • • • •i l /＇1+：とし、

ぅiLI’ ッ {Iこと っては懐しし、名Ilりの条,.,,があ
る のて入 っ てみた、 U•I' 判どおり生きのよい9と
の蛉が；生ばれた．，大し、て池`ばれた1内のh1こ食

べてみると、確かにどこにてもあるとし、うも

のてはなくすばらしい1沐てある、さらに松，；；・

という liを人れた吸物も珍しかった．ご飯は

漆の色がやや，1,びた椀1：山盛りに盛りつけた

のが出た、さすがIll令びていて飾り 'Aがなく

てよ力＇ った・・ • • • ・」(h'・ケ貞討市史 3より） と，，じし

てしヽ る 。

東海山を旅し 1-＇1万 、ノfが、 It園）Iては祈糾

な蛉が 一岱だと、（ちぐちに，； ったとし、う、

そのn・¥：・ド1のはどがうかがえようし、 ‘り時の1

冑年敦師若松幹筵の墾墨石

の字lさ友人9J9豆際榮需による

t,りの一沿lbI恩．ばれる 。

仰心の Tiiのカソリンスクンドをれに曲

がると共，，店の 'r、全HIIFんがある ll)li/iの頃

はこの辺りがかヶ的の中心地て~~役場や 9) ヽ ]9(

校 (Jぶi含）や腎寮などが；/,'かれてし、 1、~ 〇

令Hil位）兌内の 咄に、琢~（．：令の，＇,,, . 教帥

t'，松 (9t雄J九＇上の社碑が釣まりかえ ってい

た。

t'，松教帥は、•和14口＼験 1 こ 'tiふ 13 名が，•各第

LIふ'tをと って'[ll股自杖を必けたのだ。その

Iり後、ヤ友らの Tによ って俗碑が建てられ

たが、 1,11、'rては 'J双,.て` も命し1の 5月20[1に

は必Ill]!，さをして証が1；っているそうだ。

令~IJ氏のド9 りに， 1.1'時代からの）如l 泌地が
あるというのてIr ~ てみた 。 敷地l村には占 lょ
けた地1磁’りもある 。 ；,＼石を兄るとずし、ぷん，l,

し` bのが多い 叫永時代のものもあった 。こ

こには1Jぃiて倒れた人の公もある 。地i汝‘店を

悴理している，＇ i木さ んのよだ。

俗地の閣には、！！り,rtllli',もあっだ 。llr心ての

輸送を馬に1iiること極めて人さく、それだけ /4 --
馬を KU)にしてし、たてあろうことが1恐ばれる 。

協には江戸時代の小さな皇石ガ並んでいる

只問墾地の片隅

に13馬頌観音も

三 ～

一里塚の石憬江戸

巴本嘱より"里目だ

国這 1号環 茅ヶ範警察詈前に合も残る東荘遍の松並木
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璽呈l

, 

街道筋から離れ、海岸

ぺりへ足を運び、さらに内

奥部へと足をのばしてみた。

硲末磁術場挿話

飢，＇［行， t，l119}安は．文久9じ'11 181;1) J•H受 9:

’1：よれ． 19JIif;22 1•(1889).,1; | 9↓人学[¥f•I K• tを

f・叉、ペルツ 10i1-、9’,.Ill胤逍I#1•I ：帥＇I• 、 29

り駿河台I：東i）・内科P、F‘えを，L，t,）:、 3り後1こそ

の分F·~ として 1ti,Mfんを 19l ，よした． と :/・ケ色＼

d,'t2』 1こ99じされている

明治32りの第 1 恥令 Iりは以後、つぎつさ~と

約合が増，文され．．，iJ'i「|9il踪杓'li図」て見ら

れる昭和IIりの頃には．柑,,158.入ri．恐行

111・1’均 199名を数え． IHIFぷ紐l'III Jl ¾て

のも名鯰数は18.831名．うちじぶ息 tは13.1

13名を，,,め．その他9らチ 7ス．炉i9]なとのI1.

士恥忠名~も収容 外来．患名は69.792名、 lf和

H・ I~科も FLL ，よされてし・ 1こ． と1991,h'しに，＇じ載

されており、規IR と，；~I；；と人＇，（のはどを 1ムん

平院湖召）

湘［杓hiドの神1として駈わっている}ヶ虻J てじる 項洒院一貰，（S,11年刊）の老未に付された要洋一のサナトリウム南消院絵地図

の潅1［は、 il．戸時代には仙I(1の砲術場として、 liii9月校の名,,』を社って多くの x・ 名人がここ

と(1:1,＼船来航以米',r¥要な (i/1て＇あった て1ith’IaI,を必っており、＂’}人のハ木， r,＇，、 から 21¥、31＼， とやなと，じんており、そ

況0•、この砲術場，，じ念婢のすぐ脇を湘 1!iili I＼床の I~木 Ill 独歩の名も兄える の中てひときわ IIをひ〈のが、名 l,l1とょゎ

翔がよっており、什のよわりは雑1，'が'9：し、I没 明治 11:1、37,lcの1・，さてここてL（なった れに人1測述Ii,I'.)'忠HIの心てある 1•'1 1 91の

り、 t1時を1忍，ぶよすが bない、人紐を遵ぶ／； 独ルの神が、今は,,』営球場の夷「に建って 9、 KL出J寮のK名I,~I は、浜i} (，さともとも，Hl11i 名
めに必られたという li砲直は今も残ってはし、 る。件には「，t」という，Aの節が亥1fよれて 物の一つになってじる

るが……。 し、 1̀. l化内の一隣にはl(f谷沢1lti1として・,1 1 `期
此籍片'5Tl]の追路溢に、 I4.々 木りl1之助の 水Eliの出：洛ちてゆく のR・ぷの控ヽ i（かこりてある、 111 砥ぷが1如L

追怜碑がヽT．っている 。 KL公り •1::1::\)1(; の大筒 Iti:19・It代の人の流れが 1は(9されてじる

役て邸術場のRir行てあった佐々木氏は、砲 Itの加：横fこわっている

術場内の中地てのllfIi：セ皿・出た、かヶい近 相校の 国 の一ノ 宮・寒川神社

/I：の名 i二たちの出lllii'IUIさ入れ、耕1}を必め 大岡越前守眠る浄兄寺 ，ム大な社 1•""1 ：は i，松、人Bl が’1．直り、相 湘南ii!路出の蘊むらに
たかどにより八丈島への遠島~'間に処せられ }ヶ.. ｝駅から 4t求の）il;，1. ＇1して10分ばかり 校の1,lの一の卜．iとLて／』＊から 1訊llを!1..めて 建つ爾末抱術湯記念情

た。 RK を庇し、、罪を •Aてかぷっ 11い地N のとこ和：小，::;い丘がある 。,ti!軋はコ` ルフIt きた出格と I'dし、を令に 1ムえてじる

放の代人として．明治31り．地,cの人々の了. Iこなっているが、その北側に大1出j'禾井従、いの かつて．寒川神社の神禎神1,¥11.fJl./iの’呆
によって、必怜碑を60什J場の+昌1：建てられ 浄JI.．ヤがある 。 111,r-1 りと／i ．島村 1\1'1' 分、御9’i• JI. 村 1吋 '1ら分を
た。しかし、神はー。£ ＝りaL、現化は． l失砲 LIJl"Iをくぐり、 k「の{ir2を 1．．がってゆく 含む地1,¥1こ及／していたとしう

直沿いに移されている と、 II！指屯の人然心念物「オハ9キイチョウ」 然神は.'尽111Jt1，命，＇ぷ Il|Jt久命の Itと

がギ々と ¥Iえている オハッキイチョウは、 されている It9ぷよ．や武人＇］の神 fし11 9 7271 
東洋一のサナトリウム南湖院 築 I・．にギンナンがなる変神だと＼・ぅ． 建，'・とも称i:l・Kれの J,;・I'神没IC'1(763）と b

かつて東ff・を"!；ったサナトリウム「Itj湖 大岡ぷの’ぷ紋がイチョウの築を111,、てし、る ，，われるが． i知既 ・9冬Ii:.が1、じたびIrなわれ

和のIム大な跡地には．と八ホーム「太rtの ところから． i争兒、＼建ヤ当時に他えられたと 明治28~Iこ千って tt敗必営がなされ．その叶

郷」と Ill、T.,，'5校が速ち、関辺はぎっ LりIt..t いわれている 。 の111本1111“"し大神の It穀に移されている

が紆をル．べている。 わ段をl:がったとこ和：族の心が． r,1;1 ，'， 1 治 2811•必岱の社穀も、大ILI がl ·/lJ 大森災

大岡家の苔霙呑 浄土宗浄見舌山門

ぷ心的虚』
51年；`！i゚、

2 ltt’. - ・9 --っ--~” ~ -<-~~!. _.., 
大岡一"'llJ舅所初代忠鰐より13代までの約60墨ガ並ぷ

て令J夷、 1,，，に IIり・ 11u: {， I'．, 9BA1 7 11 

I)l(tの tt殿が建'，.され 1、• 。

5月5□は「り府岱例約1リ11の 9)11911 1: 
9 9 

は1点鏑馬． 7/11511は浜店然が1jわれるが．

中て1もかヶ鼠），曇it1:1結 ．，目御する浜閲れさは

,!Jjtな寮りと Lて近凸に名をとどろかせてい

関東一の規桟をもつという．の、!¥II：を仰ぎ

11:/\• を偲．びながら rふるさと散策」 i，し後の足

をバスfがへと運んだ。

鶴人佐々木OO之助のiB

悼債鉄匂遍の一隅に

—’“~— 
南湘院で歿した控歩の

情市営球湯の襄手に

現役員

専務理事 1紅肝紆 理事長堀赳誠 常務理事 小田切忠治

理事 山本銀三 理事 山木卓一

理事難波直治 理事 米lllー夫 監事 Il_1日吉蔵 監事 武藤良策 監事 小島芳太郎
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役員在任期間一覧／歴代理事長

第二代理事長米山秀作

米 lll秀作

小 Illlガ令
山本 t各 ．． 

1t lぷ投雄

（J} ；；闘沿

堀越ぶ

l凶l>tr （，；,’; 

9,f l l l純 一

加藤徳1叫郎

水沢i,i之助

k 1「新

小島国太郎

初代組合長 ，与沢 作 造 1.i Ill文古

第三代理事長広瀬頼彦

渋谷；；，’，

品低滅・

伊藤リ

米 1l1f1l助

佐野政冶

渋谷 1ド，月

,";木 t木r磁

飯IU，・i之助

広瀬穎移

伊藤良助

篠 IIIh’i松

森 U
伊 藤 9? •IL 
叩 ii文次郎

水，尺．；；韮郎

泊水 三 郎

le高長、’,

山本娯 ニ

戸塚辰五郎

帷波直治

小島芳人郎

米 111 大

平 9f 絆

,JヽIHりJ.'t.治

武藤良策

中野実

伊 藤 ffi治

111 * •F ・ 
山 II占，磁
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一

一
一
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組合長・理事長

専務1翌事

常務理事

理事

監事

50 
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営業のご案内 組織・機構図

r-----------~ ， 五日会 ， 
、 （部店長） ： 
し—- - - ⇒下―-- -」

＇ ← ----—• --- - -

一： 三水会 、

し．
, （代理 ・係長） ， 

-- - -- - - - - - J 

＠預金業務

総合口座

将辿H！金 ・定期h'！令 ・自動融ftが 11111の通

伽こセソトされた1史利な口廂です。キャッシ

ュカードがごfil)11でさます

普通預金

出し入れが191由な利心のう＜ザ；ぅです。

当座預金

小切手を使ってお取引きいたた＜拍令で、

安全かつ便利です。

通知預金

よとまったお金を一時的 (7日以 I・.)に拍

けておく 打利な知期預金です。

納税準備預金

納税にliiiえてのごfi［金で、心沖lj回りです。

定期預金

利見がK姐塙く 、手軽に利茄できるH！金で、

次の 中からお選びになれよす。

呼辿定期fli金／ 自動糾続定期佑令 期□指定

定期柏令／新印UIH指定定期佑金 稔合口座

定期預金

定期積金

El楼にむけてコッコッ{,t立て、必期にはま

とまったお金が受取れる3”‘-Lん の定期梢金

は、計画貯缶に蚊適です。

レインポー預金

定期梢金とボーナスからの定期佑金でHI.9

に合わせ、ft金を計画的につくる拍金です。

＠融資業務

割引手形

お取引で受取られた f形を即刻・....こ金として

ご利用くたさい。

手形貸付

仕入れ介金 ◆月1ぎfi:全等、）"期の連転介令

にご利用ください。
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務
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個人ローン

教行ローン

貸

付

係

為

替

係

出

納

係

預

金

係

庶
務
計
算
係

得

意

先

係

証書貸付

・1,文の枯弘、 Tー場の建設砕長期の設1；；社金

にご利用くださし〕。

各種ロー ン

住宅ローン 仕宅新梵、土地 ・マンショ

ン購入衣金に

娃康的 ・文化的な＇+活を ‘9i

むために必要なft金に

入学金 ・授業料 ・施設投冷

学校納付令ii:金に

その他必要に応じてご相談ください。

＠為替•その他の業務

内国為替

全国約19.000の金融機関の店袖がオンライ

ンで結ばれておリ、とこへても送金 ・払込み

ができます。

代理業務

全国に用金1小連合会 国民金滋公1iiiii・宅金

融公1ij, 中小企克金融公19h 日本興文釦T

日本!<!VII叶用釦T 日本債券iら用銀行 自動

叩 ⑬ 1賠信印1保険の保険金支払1濁 中小

理

事

会

冒会務常

貸

付

係

事
務
企
画
係

電

算

係

為
セ
ン
タ
ー

業
務
推
進
係

業
務
企
画
係

代
理
業
務
係

経人庶

理事務

係係係

介ぬ逮騒戸、Ih•I；文「り 年令似柑• 1戊団 ，p 

小企丸 1戌 rH ,)灌揺i祉'l心 [・11 財Iり法人公

／，杓臼況鐸1呆叫協会 社［月払人しんきん 1は，，止

）よ余

現金自動払出機 （キャソ シュサーヒス）

辿軋 • 印庄イ要、カ ート 1 枚 - 30秒で佑令

を引出せます。

給与振込み・年金自動振込み

切月の給料やポーナス、国J(年全、 l耳生年

金など各袖年令のお受恥）が、簡i,！な「続き

であなたの柏令口座に自動的に1り、込まれる1更

利なしくみてす。

自動支払いサーピス

''彫気 ・•；じ；/j • 水追 · ガス料令 •NHK 、21、,

料、税金、クレジゾトカートllJ月II＼令；令か指

定口座から 191動的に女払われます

クレジッ トカー ド

VISAカー ト UCカー ト JCBカード

日4-1,，販

貸金庫

あなたの大切な！！1,inを＄かLん かお柏りし

ます。

5000人

4000 

3000 

業績の推移

2000 

1000 

250億円

-

=
預

金

貸
出
金

150億

IOOj意

501意
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あとがき こ:と:;；：〗;：:：きなそ□しよ：ロ
は申すまでもありません。

この長い期間の歴史を記述するのは紙数に制限もあ って 、多くを

割愛せざるを得ませんが、先輩各位のご苦労を1恐ぶとともに、楽し

い過去の思い出を省み、発展の跨を辿ることによって過l；の経験を

未来に生かすこともできましょう。 そしてこの小冊子が、地冗の槃

栄とともに発展してきた当金庫の姿を、皆様方にご理解していただ

く上に少しでもお役に立てば幸せです。

わかりやすく、楽しく見ていただけることを念顧しつつ編集いた

しましたが、取材や査料収集に当って、あまリにも広範囲てあるこ

写真•取材協力

茅ヶ崎市役所

茅ヶ崎商工会議所

とに戸惑いつつも、あれも救せたい、これも括て難いという息いを

いかんともしようがありませんでした。

このような簡潔な形に まとめましたので、北鉢とし てはご必足い

ただけない点も多々あるかと思います。

この記念誌をご＇此いただいて、さらにヤヤ様の感懐をひろげていた

だき、皆様の思い出の中で補足していただけることを念刷lしており

ます。

奇抽出に当ってご協力いただいた）j々 には、ここに1'｝＜感謝し、御

礼申し上げます。

昭和57年II月

50周年記念誌編集委員ー同

ちがしん50年
昭和57年11月発行

編集•発行 牙ヶ崎位用金非神奈川県茅ヶ崎巾新栄町 8番4号 制作 大日ト印刷林

式会社CDC$業部年史センター 印刷 大日本印刷株式会社 東京都新佑区榎町 7番地

＇ 
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